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水
戸
市
は
、
県
都
と
し
て
、
ま
た
、
水
戸
都
市

圏
発
展
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
魅
力
あ
る
都
市
づ
く

り
を
次
の
段
階
に
進
め
る
た
め
、
市
民
が
誇
れ
る

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
特
色
を
生
か
し
た
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
27
年
３
月
か
ら

中
核
市
へ
の
移
行
を
進
め
、
令
和
２
年
４
月
に
中

核
市
に
移
行
し
た
。
中
核
市
移
行
に
よ
る
民
生
行

政
、
保
健
衛
生
行
政
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
県
か

ら
の
移
譲
事
務
等
の
項
目
数
は
、
２
，
６
０
０
項

目
以
上
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
保
健
所
に
係
る
項

目
数
は
、
約
１
，
６
０
０
項
目
に
及
ぶ
。
事
務
の

移
譲
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
機
能

の
強
化
、
職
員
の
能
力
向
上
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
等
の
効
果
が
見
込
ま
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
具
体
例
と
し
て
、
特
色
あ
る
施
策
の
展

開
、健
康
危
惧
へ
の
迅
速
な
対
応
、窓
口
の
一
元
化
、

事
務
処
理
の
効
率
化
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
移

行
に
あ
た
っ
て
は
、
連
絡
会
議
を
51
回
開
催
す
る

な
ど
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
県
の
協
力
体
制
が
あ
り
、

大
き
な
力
に
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
財
政
面
で
は
、
初
期
費
用
と
し
て
保
健
所
等
整

備
費
で
約
20
・
４
億
円
、
シ

ス
テ
ム
開
発
経
費
等
で
約

０
・
３
億
円
が
か
か
っ
た
が
、

毎
年
度
の
行
政
運
営
経
費

は
、
正
職
員
82
人
の
増
員
等

に
よ
る
職
員
人
件
費
等
の
歳

出
が
増
加
す
る
も
の
の
普
通

交
付
税
等
に
よ
り
歳
入
が
増

加
し
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
が

図
ら
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
保
健
所
の
所
長
と
な
る

医
師
を
は
じ
め
、
獣
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
専
門

職
の
人
材
確
保
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
江
東
区
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
で
正
式
種
目
と

な
っ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
の
競
技
場
が
区
内
に

整
備
さ
れ
、
ま
た
、
区
出
身
の
堀
米
選
手
が
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
区
が
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
健
全
な
発
展
を
支
援
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
夢
の
島
総
合
運
動
場
内
に
約
２
，
４
０
０
㎡
の
敷

地
に
初
・
中
級
者
向
け
の
施
設
を
整
備
す
る
。
令
和

４
年
11
月
開
業
予
定
。

　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
魅
力
あ
る
施
設
と

す
る
た
め
、
堀
米
選
手
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
競
技

団
体
関
係
者
等
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
て
設
計
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、

開
設
後
は
初
心
者
講
習
会

の
定
期
的
な
開
催
や
Ｈ
Ｐ

や
区
報
等
を
活
用
し
た
マ

ナ
ー
啓
発
に
力
を
入
れ
て
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
認
知
度

向
上
を
図
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
た
。

　
境
町
で
は
公
共
交
通
の
脆
弱
性
を
カ
バ
ー
し
、

高
齢
化
の
進
む
交
通
弱
者
の
救
済
の
た
め
に
、
令

和
2
年
11
月
よ
り
自
動
運
転
バ
ス
の
運
行
を
開
始

し
て
い
る
。
令
和
3
年
8
月
に
第
2
ル
ー
ト
の
運

行
を
開
始
し
、
総
延
長
は
20
㎞
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
第
3
ル
ー
ト
を
調
整
中
で
あ
る
。

　
バ
ス
の
最
高
速
度
は
時
速
20
㎞
で
あ
る
た
め
渋

滞
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車

が
減
っ
た
り
、
路
上
駐
車
が
な
く
な
っ
た
と
い
っ

た
面
も
あ
る
。

　
運
行
開
始
か
ら
1
年
半
で
直
接
的
な
経
済
効
果

が
５
・
２
億
円
以
上
出
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
広
告

や
移
動
促
進
に
よ
る
消
費
拡
大
等
で
３
・
３
億
円
以

上
の
＋
α
の
効
果
が
出
て
い
る
。
運
営
コ
ス
ト
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
補
助
金
を
活
用
し
、
町
の
持
ち

出
し
が
0
円
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
現
在
は
自
動
運
転
レ
ベ
ル
2
（
ハ
ン
ズ
オ
フ
）

で
運
行
し
て
い
る
が
、
令
和
4
年
度
中
の
法
改
正

に
よ
り
無
人
で
運
行
で
き
る
レ
ベ
ル
4
が
可
能
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
、「
誰
も
が
生
活
の
足
に
困
ら

な
い
町
」を
目
指
し
て
い
る
。

　
日
光
市
は
、
今
年
3
月
、
日
光
市
観
光
協
会
、

D※
２

M
O
日
光
と
連
携
し
、
日
光
市
が
世
界
に
通
用

す
る
観
光
地
と
し
て
持
続
可
能
な
成
長
を
図
る
と

と
も
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
期

に
お
い
て
観
光
誘
客
を
進
め
る
指
針
と
し
て
、
観

光
誘
客
戦
略
を
策
定
し
た
。

　
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
日
光
市
の
現
状
（
観
光

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
容
等
）
を
分
析
し
、
加
え
て
市

の
観
光
資
源
や
交
通
、
メ
デ
ィ
ア
露
出
、
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
評
価
、
観
光
事
業
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
調
査
を
行
っ
た
。
現
状
分

析
と
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
課
題
を
整
理
し
た
上

で
課
題
解
決
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策

定
し
た
。

　
今
後
4
年
間
の
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

日
光
市
、観
光
協
会
、D
M
O
日
光
、商
工
会
議
所
、

民
間
が
綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
情
報
の
一
元
化
・

宿
泊
率
や
観
光
消
費
額
の
向
上
・
繁
閑
差
の
平
準

化
等
を
図
り
つ
つ
、
競
争
力
を
強
化
す
る
。
ま
た
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
向
上
及
び
サ※
３
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
も
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

7
月
21
日
㈭

7
月
14
日
㈭

7
月
15
日
㈮

7
月
22
日
㈮

視
察
者
８
名（　
　
　

   

）

視
察
者
９
名（　
　
　
　
　
）

宮
﨑
、
富
永
、
藤
田
、
御
厨
、

中
村
、
重
松
、
江
頭
、
黒
田

実
松
、
江
原
、
中
島
、
江
口
、
稲
葉
、

松
永
幹
哉
、
堤
、
千
綿
、
中
野

総
務
委
員
会

経
済
産
業
委
員
会

茨
城
県
水
戸
市

東
京
都
江
東
区

茨
城
県
境
町

栃
木
県
日
光
市

◎
中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て

◎
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
整
備
事
業
に

つ
い
て

◎
自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て

◎
観
光
戦
略
に
つ
い
て

水戸市視察

江東区視察

境町視察

日光市視察

※２　DMO…観光地域づくり法人（地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりを行う舵取り役となる法人）
※３　サステナブルツーリズム…持続可能な観光（訪問客、環境、地元のニーズ等に対応しつつ、現在及び将来の経済、環境等への影響を考慮する観光）
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亀
岡
市
内
を
流
れ
る
保
津
川
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
漂
着
ゴ
ミ
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
自

然
や
生
活
環
境
、
観
光
資
源
の
保
護
の
た
め
20
年

程
前
に
川
下
り
の
船
頭
が
始
め
た
清
掃
活
動
が
、

市
民
全
体
の
ゴ
ミ
発
生
抑
制
の
取
り
組
み
へ
と
広

が
っ
た
。

　
平
成
24
年
に
内
陸
の
自
治
体
で
は
初
の
海
ご
み

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
平
成
30
年
に
「
か
め
お
か

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
行
っ
た
。
市

民
活
動
の
広
が
り
と
行
政
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
事

業
者
の
協
力
も
あ
り
、
令
和
３
年
プ
ラ
製
レ
ジ
袋

提
供
禁
止
条
例
施
行
、
エ
コ
バ
ッ
グ
持
参
率
98
％

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
亀
岡
市
の
取
り
組
み
に
賛

同
す
る
企
業
と
の
連
携
も
数
多
く
進
ん
で
お
り
、

次
の
世
代
へ
の
環
境
教
育
や
小
中
義
務
教
育
学
校

へ
給
水
機
の
設
置
、
ボ
ト
ル
to
ボ
ト
ル
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
リ
ユ
ー
ス
食

器
利
用
を
促
す
た
め
の
補
助
事
業
も
行
う
等
、
市

民
が
誇
れ
る
環
境
先
進
都
市
を
目
指
し
て
い
る
。

　
金
沢
市
で
は
平
成
８
年
か
ら
大
規
模
災
害
に
備

え
て
市
内
に
備
蓄
倉
庫
機
能
を
有
し
た
防
災
拠
点

広
場
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
る
。
大
桑
防
災
拠

点
広
場
は
東
部
地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
平
成
27

年
度
に
供
用
を
開
始
し
た
。
外
環
状
道
路
に
隣
接

し
、
広
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
救
援
車
両
を
受
け
入

れ
易
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
桑
か
や
の
し
た
公
園
と
隣
接
し
て
お
り
、
平

常
時
で
は
、
周
辺
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
自
由

に
利
用
で
き
る
広
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
防

災
訓
練
や
防
災
に
関
す
る
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等

を
行
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
で
は
、
地
域
住
民
の
避
難
場
所
、
市
内

の
被
災
地
区
へ
の
支
援
拠
点
と
な
る
ほ
か
、
市
外

か
ら
の
緊
急
支
援
隊
や
支
援
物
資
の
基
地
と
し
て

の
機
能
を
備
え
る
。

　
施
設
概
要
と
し
て
は
耐
震
性
貯
水
槽
、マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
、
か
ま
ど
ス
ツ
ー
ル
、

防
火
樹
林
等
が
配
置
さ
れ
、芝
生
広
場
は
ヘ
リ
ポ
ー

ト
と
し
て
も
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

7
月
28
日
㈭

7
月
29
日
㈮

視
察
者
９
名（　
　
　
　
　
）

永
渕
、
久
米
、
山
田
、
平
原
、
山
口
、

川
原
田
、
野
中
、
嘉
村
、
西
岡
義
広

建
設
環
境
委
員
会

京
都
府
亀
岡
市

石
川
県
金
沢
市

亀岡市視察

金沢市視察

議会だより　いま・むかし②
合併前の諸富町・川副町・東与賀町・久保田町の議会だよりを集めました。

「議会だより もろどみ」
平成 13 年１月 25 日第
89 号です。
表紙は１月発行に合わせ
て、諸富町成人式の様子
です。

「議会広報ひがしよか」
昭 和 53 年 12 月 15 日
創刊号です。
表紙は昭和 53 年３月定
例会の付議事件と審議結
果が掲載されています。

川副町「議会だより」
平成５年６月創刊号で
す。
創刊挨拶、３月定例会議
案、一般質問など掲載さ
れています。

「久保田町議会だより」
昭 和 60 年 12 月 15 日
第１号です。
新議会棟の解説のほか、
議員紹介、議長挨拶、一
般質問、災害視察など掲
載されています。


